
 

あるボランティアに参加した際、言葉による意思疎通が 

難しく、必死に身振り手振りで何かを伝えようとしてくれ

る方がいました。 そういった方が再び楽しくコミュニケ

ーションをとれるようになるために支えられる仕事につい

て 調べていたところ、言語聴覚士(ST)という仕事を知っ

たことがきっかけです。 

会話する時、説明する時、 
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 ２年生の見学実習で、実際に言語聴覚士の先生が訓練を

行っている場面を見学し、その姿を見て「自分も早く ST

になりたい！」と強く思いました。 

 また、私は何事に対しても“丁寧”な言語聴覚士になりた

いと考えています。 会話する時、説明をする時、どんな

時にも丁寧に対応できるように、これからも一つひとつの

課題に向き合っていきたいです。 

今後の目標について 
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学校生活はどうですか？ 

勉強は入学前と比べて継続的に努力ができるようになった

と思います。 飽き性な自分がどうすれば目標達成に向け

て頑張ることができるかを考え、工夫しながら取り組むこ

とができています。 その他に、９月に研修旅行でディズ

ニーランドに行き、楽しい思い出も作りながら、学校生活

を過ごせています！ 
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